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1．はじめに
近年の異常気象・・・気候危機はまったなし！
近年、毎年のように訪れる豪雨や長雨、台風などによる自然災害は、甚大な被害を及ぼし、私たちの生活を脅かすまでに至っています。これらの異常気象は二酸化炭素排出が原因とされる地球温暖化の影響が大きいとされています。
2015年、国連気候変動枠組条約第21回締約国会議（COP21）で採択されたパリ協定。そこで掲げられた目標は、産業革命前からの気温上昇2℃未満（めざすは1.5℃未満）、脱炭素化（化石燃料は使わない）、21世紀末までに温室効果ガス排出実質ゼロ、必要なエネルギーは再生可能エネルギーでまかなうこと、5年毎のCO2排出量削減目標の提出などが盛り込まれ、世界の196の国と地域が締結しています。
パリ協定採択から6年、COP26が英国のグラスゴーで開催され、既にこの時点で気温1.1℃上昇。1.5℃未満を死守するなら残り許された気温上昇は0.4℃もありません。
2015年のCOP２１開催以降、世界では、産業、経済、金融に至るまで脱炭素化が急速に進みました。しかし日本では、多くの二酸化炭素を排出する石炭火力発電所を2030年も稼働させるという第6次エネルギー基本計画を21年10月に閣議決定しています。
1960年以降、世界の中でも日本は毎年大量の二酸化炭素を排出してきた国の一つであり、すでに温暖化の影響による海面上昇などで、浸水・冠水している風景が日常となってしまった国があります。当然、二酸化炭素大量排出国としての責任があるはずです。
今すぐできる抜本的な解決を！

2021年8月に公表されたIPCC（気候変動に関する政府間パネル）第6次評価報告書の作業部会報告書（自然科学的根拠）では、「人間の活動が大気・海洋・陸域を温暖化させてきたことには、疑う余地がない」と断定しています。
今、私たちは何をすべきなのか？今すぐできることを早急に進めなくては、このままでは私たちの住まいも浸水・冠水する可能性を秘めています。
2015年、国連で「持続可能な開発目標（SDGs）」が合意され、人類全体の課題を解決するための17の世界の共通目標が掲げられました。この目標の中には、「7.エネルギーをみんなにそしてクリーンに」「13.気候変動に具体的な対策を」が含まれています。また、SDGsは、「誰一人取り残さない」という理念のもと、一人ひとりが自分事として捉え、行動することが求められています。
省エネはもっともクリーンなエネルギー
「節電」と「発電」は同じ価値（節電 ＝ 発電）があります。
家庭では様々な家電を使うため、エネルギーが使われています。どこでどのくらい使われているのかを知り、上手に省エネをすすめてみましょう。省エネ講座を活用して、地球過熱化の現状や家庭での省エネを学び、再生可能エネルギーの電気を利用する仲間づくりと省エネで、脱化石燃料、脱原発をすすめ、持続可能な社会へ進めていきましょう。
２．講座メニュー
	
	　　　　　　　　　講座メニュー
	時間
	備考

	１
	省エネゲーム
・参加型で楽しみながら、家庭の省エネについて学べるゲームです。
・参加者がチームに分かれて、300万円の予算内で、家電や車の買い替えやリフォームなどをして、10年後にどれだけ影響がでるかを考えます。
※１チーム5名程度でのチーム対抗戦となりますので、最低２チーム、10名程度の参加者が必要です。
※チームの数だけ、省エネゲームセットが必要です。ゲームは別途、購入していただく必要があります。
	60分

	省エネゲームセット
＠2,000円

	2
	アンペアダウンゲーム
・アンペアダウンカードを使って、家電のアンペア数を知り、それぞれの家庭での適切なアンペア数を考えます。
・毎月の電気料金表の見方と電力料金の仕組みを学びます。
※１チーム３名～10名程度で行います。
※複数チームの場合はチーム数だけ、アンペアダウンカードが必要です。カードは購入していただく必要があります。
	60分

	アンペアダウン
カード
＠1,000円


	３
	みんなができる！省エネ！
・フリップボード（紙芝居）をつかって、省エネや地球温暖化について考えます。
・子ども向けにも対応可能です。

· 別途、フリップボードを購入いただく必要があります。
	15分

	フリップボード
＠1,000円

	４
	省エネ・電気の学習会講師養成講座
・１～３の省エネゲーム紹介や体験と座学を組み合わせて省エネ講座について、また「生活クラブでんき」を広めていくために、地域で語れる人を増やすことを目的に開催します。
	60分

	

	5
	地球過熱化と私たちの暮らし
夏/冬の節電・省エネのコツ
・深刻化する地球温暖化の気温上昇を２℃未満で止めるために、再生可能エネルギーと省エネをすすめてCO2削減
　をすすめましょう。

・ちょっとの工夫で地球にもお財布にも優しい、家庭での省エネのコツを学びます。
	60分

	

	6

	化石燃料恐竜・グリーンドラゴンものがたり
・アニメの動画です。化石燃料と原発の被害と、再生可能エネルギーをわかりやすく考えます。
・子どもにもわかりやすい内容となっています。

	15分

	

	7
	電気の学習会
・「生活クラブでんき」の契約獲得を目的に、電気の学習会を開催します。学習会の受講対象については、地域の組合員、組合員リーダー、事務局のそれぞれを想定します。
	60分～
120分
	


３．講座の申し込みについて

＜講座費用について＞
・講師は、これまでに省エネ講座講師養成講座受講の方、講師担当可能な方に打診・検討ください。
・単協内での講師対応が難しい場合、一社）生活クラブエネルギー事業連合より派遣します。講師交通費（状況により宿泊費）は主催者負担となります。
・お申し込みおよびお問い合わせは、各単協の事務局より対応お願いします。
・複数の講座を組み合わせることが可能です（ただし２時間を上限）。
※講師料は、複数講座を組み合わせても1開催10,000円（税抜）とします。
・講師を依頼せずに組合員・職員が自ら開催する場合、開催のためのアドバイスなど、一社）生活クラブエネルギー事業連合（03-5643-0370）までご相談ください。
・講師料、交通費等は、講座終了後、一社）生活クラブエネルギー事業連合より各単協に請求をいたします。
　講座当日の現金のやり取りはありません。
＜申し込み受付＞
・ 講座開催希望日の１ヶ月前までを基本に、別紙申込書に必要事項をご記入の上、下記宛にお申込みください。
・ 講座開催後、2週間以内に報告書のご提出をお願いいたします。

　
　　　送付先/連絡先　　一般社団法人生活クラブエネルギー事業連合
　　　　　　　　　　　　　　　 省エネ講座受付窓口　    info@gfa.or.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ電話番号　　　　　　03-5643-0370

